
参列者に協力を呼びかける新平会長

交通安全協会祈願祭

　町交通安全協会の安全祈願祭は 1 月 9 日に宇出津の
白山神社で開かれました。協会役員や交通推進隊員、
女性ドライバーズクラブ、婦人会など各団体の代表者
が玉ぐしを捧げ、今年 1 年の安全を祈りました。
　新平悠紀夫会長があいさつに立ち、「日ごろの皆さ
んの活動があってこそ事故が防げています。なお一層
事故抑止につとめてください」と協力を呼びかけまし
た。

安全は日ごろの心がけから

　第 11 次インドネシア人漁業実習生修了式が 1 月 19 日、県漁協小木支所で開かれ、3 年間の
実習を終えた 39 人に修了証が授与されました。実習生は言葉や文化、気候が大きく異なる日本
に平成 24 年 3 月に来日。船主とともに過ごし、イカ漁の技術を学びました。
　修了証を受け取ったあと、代表の 6 人が日本語で実習の感想を述べました。「日本は美しい国。
桜と雪がきれいでした」「つらいとき家族と未来のことを考えて頑張った」など異国での 3 年間
を振り返りました。式終了後は記念撮影を行うなど、お世話になった船主や後輩との別れを惜し
んでいました。

第11次インドネシア人漁業実習生修了式
思い出胸に母国での活躍誓う

　1 月 7 日、こどもみらいセンターで「新春ドッジボー
ル大会」が開かれ、みらいセンターの学童保育「ノー
ム」と柳田地区の「ささゆり学童クラブ」から合わせ
て 34 人が参加しました。くじ引きで 4 チームに分かれ、
リーグ戦で対戦しました。
　２つの学童クラブは、普段それぞれの場所で活動し
ていますが、すぐに仲良くなり、チームプレーを楽し
んでいるようでした。

２つの学童クラブが交流
こどもみらいセンター新春ドッジボール大会
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室内で力一杯プレーする児童たち

雪のちらつく中、力強い演奏を見せた

地域の活力につながる太鼓を
弥栄太鼓初打ち奉納

　弥栄太鼓保存会による初打ちが１月７日未明、八坂
神社境内で行われました。拝殿で神事に臨んだあと、
屋外に作られたステージで太鼓を披露しました。女性
で構成される太鼓グループ「鼓友」のメンバーによっ
て甘酒も振る舞われました。
　深夜にもかかわらず、境内には多くの見物人が訪れ
ていました。寒さをものともせず力強い動きを見せる
保存会員に、惜しみない拍手が贈られました。

　県立看護大・長谷川昇教授ゼミの学生が、能登の食
材を生かし体を温める冬向けの薬膳メニューを考案し
ました。1 月 7 日には、料理を提供するラブロ恋路で
試食会があり、ゼミ生は「体質改善に役立ってほしい」

「新たな観光の目玉になって」と期待を寄せました。
　メニューは「五

ご み ご せ い

味五性」という薬膳の考えを生かし、
女性を主なターゲットに「能登牛の野菜ロール」や

「あったかキッシュ」など 6 品目からなっています。

県立看護大生が考案した薬膳メニューの試食会

「ぽかぽか薬膳」ラブロで提供
県立看護大生が考案

　森のめぐみクラフト教室は昨年 11 月 30 日、小木の
グリーングラスで開かれ、参加者がアケビのツルなど
を使ったかご作りに挑戦しました。
　地元で森づくりなどに取り組む団体「グリーンキー
パーズ」が、里山保全と森林資源の利活用に向けた普
及啓発、地域間・世代間の交流などを目的に企画。町
内外から集まった人たちは、小木の里山から採取した
ツルを組み合わせて思い思いの作品に仕上げました。

森の素材を使った工作体験
小木のグリーンキーパーズが企画

アケビのツルでかご作りに取り組む参加者

数馬酒造で試飲を楽しむ参加者

聖地巡盃Day

　「聖地巡盃」を縁結びにつなげる新たな企画「聖地
巡盃 Day」が 12 月 21 日に宇出津の「恋愛成就ルート」
で開催され、男女 13 人が親交を深めました。
　数馬酒造では数馬嘉一郎社長としほりさん夫婦が酒
蔵を案内。自身も聖地巡盃ツアーが縁で結ばれた数馬
社長は「特に女性の日本酒への関心が高い。若い人の
交流で町が盛り上がるよう協力したい」と話しました。
今後このツアーを月 1 回程度開催していく予定です。

酒蔵や神社を巡り交流

船
主
と
握
手
を
交
わ
す
実
習
生

修了証を受け取る代表者
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柳
田
放
課
後
子
ど
も
教
室
と

菊
田
さ
ん
に
文
科
相
表
彰

持木町長に受賞報告する菊田さん（中央）

　

柳
田
教
養
文
化
館
で
週
3
回
実

施
し
て
い
る
「
柳
田
放
課
後
子
ど

も
教
室
」
が
平
成
26
年
度
の
優
れ

た「
地
域
に
よ
る
学
校
支
援
活
動
」

推
進
に
か
か
る
文
部
科
学
大
臣
表

彰
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
12
月
10
日

に
指
導
員
と
教
養
文
化
館
職
員
が

役
場
能
都
庁
舎
を
訪
れ
持
木
町
長

に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

活
動
は
平
成
19
年
か
ら
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

柳
田
の
下
美
智
子
さ
ん
、
宇

出
津
新
の
河
村
喜
久
子
さ

ん
、
寺
分
の
上
野
俊
次
さ
ん

が
指
導
員
を
務
め
、
身
近
に

あ
る
も
の
で
簡
単
に
で
き
る

工
作
や
読
み
聞
か
せ
、
囲
碁

指
導
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
宿
題
を
見
る
な
ど
子
ど

も
た
ち
の
支
援
も
実
施
し
て

い
て
、
児
童
館
の
よ
う
な
機

能
も
あ
り
ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
待
ち
時

間
を
利
用
し
て
い
る
た
め
、
途
中

で
帰
る
子
が
い
る
な
ど
、
時
間
が

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
下
さ
ん
と
河

村
さ
ん
は
「
四
季
に
応
じ
て
自
然

に
触
れ
る
機
会
に
し
た

い
」「
賞
を
い
た
だ
い
た

の
は
先
輩
の
実
績
に
よ

る
も
の
。
気
を
引
き
締
め

て
頑
張
り
た
い
」
と
意
気

込
み
を
述
べ
ま
し
た
。
持

木
町
長
は
「
地
域
に
根
差

し
た
活
動
の
結
果
。
年
代

を
超
え
た
交
流
に
も
つ

な
が
る
活
動
を
続
け
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励

し
ま
し
た
。

バ
ス
待
ち
時
間
に

楽
し
い
遊
び
を
提
供

婦
人
団
体
の
発
展
に

大
き
な
力
を
発
揮

持木町長に受賞を報告する（左から）教養文化館の虎
谷茂美さんと指導員の河村喜久子さん、下美智子さん

下さんの指導で紙コップや新聞紙を
使ったけん玉づくりに挑戦する児童たち

　

12
月
24
日
、
布
浦
の
菊
田
輝
子

さ
ん
が
、役
場
能
都
庁
舎
を
訪
れ
、

持
木
町
長
に
文
部
科
学
大
臣
表
彰

受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

菊
田
さ
ん
は
平
成
17
年
か
ら
能

登
町
婦
人
団
体
協
議
会
の
会
長
を

6
年
間
に
わ
た
り
務
め
た
ほ
か
、

平
成
20
年
か
ら
の
3
年
間
は
県
婦

人
団
体
協
議
会
の
役
員
を
務
め

る
な
ど
幅
広
く

活
躍
し
ま
し
た
。

こ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
12
月

5
日
に
社
会
功

労
者
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

菊
田
さ
ん
は

「
合
併
十
周
年
の

節
目
の
年
に
こ

の
よ
う
な
賞
を

い
た
だ
き
、
感

慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
」
と

持
木
町
長
に
喜

び
を
伝
え
ま
し

た
。
報
告
に
は

浅
見
裕
子
会
長

も
同
席
し
ま
し
た
。
菊
田
さ
ん
は

町
の
合
併
に
あ
わ
せ
て
、
現
在
の

協
議
会
の
組
織
立
ち
上
げ
の
際
に

尽
力
し
ま
し
た
。
能
登
町
音
頭
の

普
及
や
婚
活
支
援
事
業
な
ど
、
町

の
事
業
に
お
い
て
大
き
な
力
を
発

揮
し
て
い
ま
す
。持
木
町
長
は「
こ

れ
か
ら
も
顧
問
と
し
て
婦
人
団
体

協
議
会
を
あ
た
た
か
く
見
守
り
、

側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ

い
」
と
今
後
の
活
躍
を
願
い
、
激

励
し
ま
し
た
。

過
去
に
学
ぶ

災
害
語
り
部
の
会

■
日
程
・
会
場

2
月
8
日
㊐　

13
時
～

県
奥
能
登
総
合
事
務
所

第
41
会
議
室

（
の
と
里
山
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
4
階
）

■
内
容

第
1
部
・
東
日
本
大
震
災
語
り
部

に
よ
る
講
話

宮
城
県
在
住
、
仙
台
市
地
域
防
災

リ
ー
ダ
ー　

草　

貴
子
氏

第
2
部
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

北
陸
学
院
大
学　

田
中
純
一
准
教

授・
パ
ネ
ラ
ー

①
草　

貴
子
氏

②
昭
和
38
年
、
39
年
津
幡
川
氾
濫

経
験
者　

飯
田
一
郎
氏

③
平
成
19
年
能
登
半
島
地
震
経
験

者　

国
永　

剛
氏

　

問
県
危
機
対
策
課

☎
０
７
６
（
２
２
５
）
１
４
８
２

ぼ
う
さ
い
甲
子
園　

1
・
17
防
災
未
来
賞

小
木
中
が
3
年
連
続
の
入
賞　

優
れ
た
防
災
教
育
や
活
動
を
表

彰
す
る
「
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
」
の

授
賞
式
が
1
月
11
日
に
神
戸
市
の

兵
庫
県
公
館
で
あ
り
、
小
木
中
2

年
の
新
村
歩
未
さ
ん
と
餅
木
由
佳

さ
ん
が
生
徒
を
代
表
し
参
加
し
ま

し
た
。
小
木
中
は
「
奨
励
賞
」
に

輝
き
ま
し
た
。
昨
年
、
一
昨
年
の

「
つ
な
み
防
災
賞
」
に
続
き
3
年

連
続
の
受
賞
で
す
。

　

小
木
中
は
防
災
の
取
り
組
み
を

掲
示
で
紹
介
し
た
ほ
か
、
壇
上
で

発
表
し
ま
し
た
。

表彰を受ける新村さん

活動を紹介する掲示の前に立つ
餅木さん（左）、新村さん

青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
表
彰
受
賞

　

1
月
17
日
、
県
庁
で
県
健
民
運

動
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞
の
表

彰
式
が
あ
り
、
3
年
生
の
藪
下
仁

さ
ん
と
藪
下
真
博
さ
ん
が
谷
本
知

事
か
ら
表
彰
状
と
盾
を
受
け
取
り

ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
以
来
継

続
し
て
き
た
、
小
木
中
の
地
域
防

災
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

谷
本
知
事
か
ら
は
「
住
み
よ
い

社
会
づ
く
り
の
た
め
、
こ
れ
か
ら

も
活
動
に
尽
力
し
て
く
だ
さ
い
」

と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

17_NOTO＋2015.02
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能登町生涯学習振興大会
期日　3 月 8 日㊐　13:00 ～（12:00 開場）
場所　コンセールのと　多目的ホール
内容
能登町社会教育功労者表彰、公民館活動事業の事例紹介

記念講演　ヨネスケ
　　　（落語家・タレント）
 演題「晩ごはんから見る、
　　　日本の食文化と健康」
主催　町教育委員会、
　　　生涯学習推進本部

鵜川小学校が 3 学期から新たな校舎に移転。利用を
開始しました。平成 26 年 3 月まで鵜川中学校と

して利用されていた建物を大規模改装しました。
　3 学期の始業式は 1 月 8 日に行われました。平田校
長は「冬休みに 5、6 年生が引っ越しを頑張ってくれた
おかげで、新しい校舎に移ることができました。みんな
で大切に校舎を使って、新しい思い出を作ってください」
と呼びかけました。

19_NOTO＋2015.02

　改装工事では階段や廊下をふき替えたほか、トイレの
洋式化やＬＥＤ照明の採用など、快適な設備を調えまし
た。これまでなかった図工室や、スクールバスの待機時
間に利用できる学習室も設けられました。
　児童は「トイレがきれいになった」「校庭の遊び道具
が増えた」など気づいた点を発表し、新校舎での生活に
胸を膨らませていました。
　式終了後、暖房の効いた教室に入り、授業を受けまし
た。6 年生は「創造する心」と書き初めを行い、新たな
校舎での思い出作りの一歩を踏み出しました。

3 学期から心機一転

鵜川小が新校舎に移転

筆に思いを込め、書き初めに臨む 6 年生▲

学校で使用していた中古備品買いませんか？
　能登町立学校などで不要となった備品（机や椅子など）を払い下げします。
　購入希望者は、下記のとおりご参加ください。
　■下見会及び入札
　　日時　2 月 21 日㊏、22 日㊐　10:00 ～ 15:00
　　場所　旧鵜川小学校　体育館
　　参加資格　町民および町に住所がある事業所
　　搬出予定日　2 月 26 日㊍、27 日㊎
　　※詳細については、町ホームページをご覧ください。
　　問教育委員会事務局　72-2509

スポーツ
カルチャー

案内＆結果

Let's
 Enjoy Sports

 and  cultu
re

能登町ソフトバレーボールナイターリーグ戦
（内浦体育館）

優勝　国谷組　準優勝　眞結会　第 3 位　姫栄会

ベスト 4 賞
国谷晃汰（国谷組）、宮藤芳邦（眞結会）、中谷内聡（姫

栄会）、寺下鶴子（楽しいソフトバレー）

大会結果

上位入賞のみなさん

ソフトテニスキッズ体験会七尾会場
　短いジュニア用ラケットやスポンジボールを使って楽し

く実施。初めてのお子様でも参加できます。

日時　3月 15日㊐ 13:00 ～ 16:;30
会場　スポーツセンターろくせい
対象　未経験者もしくは経験 6カ月未満
　Aクラス：小学 1～ 3年生、Bクラス：小学 4～ 6年生

定員　各クラス 30人程度
申込　3月 12日㊍までに県ソフトテニス連盟事務局まで
問事務局（山田、川畑）☎ 076-222-6011（FAXも同じ）

大会案内
町民卓球大会
日時　2月 15日㊐ 9:00
会場　内浦体育館
対象　町内在住者・在勤者または通学者で小学生以上の人
種目　男女別個人戦：小学生の部、一般の部（中学生以上）
　　　ダブルス戦：小学生親子ダブルスの部（祖父母も可）

参加料　小学生および小学生親子ダブルス：無料
　　　　中学生以上：300 円

申込　2月 8日㊐　17:00 まで
問町卓球協会事務局（役場町民課：小畑）☎ 62-8500

　

東
海
大
学
の
松
本
亮
三
観
光
学

部
長
に
よ
る
講
演
会
『
奥
能
登
の

魅
力
を
発
信
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

は
１
月
17
日
、
コ
ン
セ
ー
ル
の
と

で
開
か
れ
ま
し
た
。
東
海
大
と
能

登
町
は
平
成
22
年
に
包
括
的
な
提

携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い

て
、
観
光
や
水
産
の
研
究
を
町
で

行
う
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
相
互

に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

松
本
学
部
長
は
過
去
に
何
度
も

能
登
町
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
能
登

地
域
で
の
観
光
振
興
の
現
状
分
析

や
問
題
点
、
さ
ら
に
県
外
の
先
進

地
の
事
例
や
観
光
形
態
の
移
り
変

わ
り
を
説
明
。
地
域
の
観
光
を
構

成
す
る
様
々
な
要
素
を
全
て
統
合

的
に
管
理
し
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
着
地
型
観
光
戦
略
を
活

か
す
た
め
の
活
動
組
織
構
築
が
必

要
と
提
言
し
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
約
35
人
の
聴
衆
は
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
熱

心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。講演する松本観光学部長

東
海
大
学
観
光
学
部
長
が
講
演

町
の
観
光
戦
略
を
提
案
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21_NOTO＋2015.02

契約金額500 万円以上の入札結果です。
全入札結果は町ホームページに掲載しています。 　問監理課☎62-8504

入札結果
12月16日～1月15日

件　　　　　　名 場所 担当課 契約額 落札者
平成 26 年度　道整備交付金事業　町道真
脇 15 号線　道路改良工事 真脇 建設課 9,396,000 円 ㈲木村建設

平成 26 年度　道整備交付金事業　町道真
脇姫 1 号線　道路改良工事 姫 建設課 5,162,400 円 札木建設

平成 26 年度　26 災 -22 号　町道 1 級行延
合鹿 1 号線　道路災害復旧工事 行延 建設課 8,002,800 円 ㈱サンテック

平成 26 年度　宇出津新港バス待機場整備
事業　乗務員休憩所建設工事に伴う外構工
事　（舗装工）

宇出津新港 企画財政課 5,346,000 円 丸建道路㈱

平成 26 年度　次世代自動車充電インフラ
整備促進事業　急速充電器設置工事　（真
脇遺跡縄文館）

真脇 企画財政課 6,210,000 円 鳳珠電気工事㈱

平成 26 年度　石川型簡易な営農基盤改良
普及事業　瑞穂地区　基盤整備工事 瑞穂　外 農林水産課 8,132,400 円 須美矢建設㈱

平成 26 年度　道整備交付金事業　町道本
木 7 号線　道路改良工事（土留工） 本木 建設課 5,324,400 円 ㈲森忠建設

平成 26 年度　社会資本整備総合交付金事
業　町道 2 級石井久田 1 号線（木保田橋）
　橋梁補修工事

石井 建設課 12,096,000 円 ㈲吉田土建

満
天
星
へ
の
お
誘
い

満天の星空の中で、やさしい歌声と生演奏をお楽しみください。
　日　時　2 月 15 日㊐　15:30 ～ 16:30
　出　演　フォークデュオ「うそっぷ」
　場　所　星の観察館「満天星」
　参加費　大人 500 円、小中学生 300 円、幼児無料
　定　員　80 人　
　　　　※予約不要、当日先着順。途中入場はできません。

１日遅れのバレンタインコンサート
in プラネタリウム

問
星
の
観
察
館
「
満
天
星
」

☎
（
76
）
０
１
０
１

　

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
状
伝
達
式
が
1
月

15
日
に
役
場
能
都
庁
舎
で
行
わ
れ
、
鵜
川
の

山
田
良
憲
さ
ん
と
宇
出
津
の
久
田
幸
子
さ
ん

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
1
月
1
日
か

ら
の
3
年
間
で
す
。

　

法
務
大
臣
の
委
嘱
状
を
手
渡
し
た
持
木
町

長
は
1
期
目
の
活
動
に
感
謝
を
述
べ
た
う
え

で
「
教
員
や
保
育
士
と
し
て
の
識
見
を
生
か

し
、人
権
擁
護
活
動
に
あ
た
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
、
2
人
の
活
躍
を
願
い
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

人
権
擁
護
委
員
2
氏
に

再
任
の
委
嘱
状
を
伝
達

　

能
都
庁
舎
な
ど
6
箇
所
で
町
が
受
け
付
け

て
い
た
募
金
を
平
成
26
年
12
月
24
日
を
も
っ

て
終
了
し
、「
広
島
市
の
災
害
発
生
に
係
る

義
援
金
」
と
し
て
同
日
に
広
島
市
へ
振
込
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
募
金
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復

興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

義
援
金
受
付
総
額　

２
６
，
９
８
９
円

　
　
　
問
総
務
課
危
機
管
理
室

☎
（
62
）
８
５
１
０

お
知
ら
せ

広
島
市
豪
雨
災
害
義
援
金

ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す

　

町
で
は
7
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
活
動
し

て
い
て
、
相
談
や
啓
発
活
動
な
ど
を
通
じ
て

人
権
の
大
切
さ
を
広
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
っ
て
年

金
保
険
料
納
付
を
猶
予
し
て
い
る
人
で
、
平

成
27
年
度
も
引
き
続
き
制
度
を
利
用
す
る
人

は
、
同
じ
学
校
に
在
学
す
る
場
合
に
限
り
在

学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
が
不
要
に

な
り
ま
す
。
3
月
に
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
し
て
ポ
ス
ト
に
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

　

学
生
特
例
納
付
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険

料
の
納
付
を
希
望
す
る
人
に
は
納
付
書
を
送

付
し
ま
す
。
七
尾
年
金
事
務
所
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

問
七
尾
年
金
事
務
所

０
７
６
７
（
53
）
６
５
１
１

町
民
課
☎
（
62
）
８
５
０
０

お
知
ら
せ

年
金
の
学
生
納
付
特
例

手
続
き
が
簡
単
に
な
り
ま
す 委嘱状を手にする久田さん、

山田さん

　次々と新手の悪徳商法がでてきています。情報伝達
のスピードが速くなり、高齢者がそのスピードに追い
ついていけなくなっているのも原因の一つです。
　高齢者の「昔の知恵」「過去の経験」が裏目に出て
しまうこともあります。「自分は大丈夫」と思い込む
のは危険です。日ごろから備え、気を付けましょう。

◆ 家族・親族、ご近所の人たちと積極的に交流を
◆ 高額な買い物や契約をするときは、必ず誰かに相談
◆ 不必要な訪問販売や勧誘の人は家に上げない
◆ 断るときは「いりません」「必要ありません」とはっきり
言う
◆「甘い話にはワナがある」と考える
◆ 仕組みが理解できないものには手を出さない
◆ 他人に不用意にお金の話をしない
◆ だまされても泣き寝入りせず、できるだけ早く相談を

消費生活トラブル対策

一人で悩まず、必ず相談しましょう！
【相談先】　ふるさと振興課　☎ 62-8532
　　　奥能登消費生活相談室　☎ 0768-26-2307
　　　県消費生活支援センター　☎ 076-267-6110
　　　消費者ホットライン　☎ 0570-064-370

少し大人向けのプラネタリウム。
2 月のテーマは「ブラックホール」です。
小中学生の参加も大歓迎です。
　日　時　2 月 22 日㊐　16:00 ～ 16:50
　場　所　星の観察館「満天星」
　参加費　大人 500 円、小中学生 300 円、幼児無料
　定　員　100 人　　※予約不要

大人のためのトワイライトプラネタリウム

　

就
職
支
援
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
「
キ

ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
が
就
職
に
関
す
る

個
別
相
談
を
は
じ
め
、応
募
書
類
の
書
き
方
、

面
接
対
策
な
ど
一
人
一
人
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ

ス
や
情
報
を
提
供
。
職
業
適
性
診
断
も
行
い

ま
す
。

対
象　

就
職
や
仕
事
の
相
談
を
希
望
す
る
43

歳
未
満
の
人
。

　

再
就
職
を
目
指
す
女
性
の
相
談
に
つ
い
て

相
談

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
石
川冬季

出
張
相
談

は
、
年
齢
の
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

予
約　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
石
川
能
登
サ
テ
ラ
イ

ト
ま
で

日
程

・
２
月
６
日
㊎　

14
時
～
17
時

　

役
場
能
都
庁
舎

・
３
月
18
日
㊌　

9
時
30
分
～
12
時
30
分

　

役
場
能
都
庁
舎

　

こ
の
ほ
か
能
登
各
地
全
8
箇
所
で
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

　
　
　

問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
石
川

　
　
　
　

能
登
サ
テ
ラ
イ
ト

☎
０
７
６
７
（
53
）
７
０
７
０
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【能登町役場】☎62-1000㈹

■能都庁舎（FAX62-4506）

〒 927-0492
宇出津新 1 字 197 番地 1
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　監理課☎62-8504
　税務課☎62-8505
　環境対策課☎62-8507
　町民課☎62-8500
　能都サービス室
　　　　　　☎62-8500
　ふるさと振興課
　　　　　　☎62-8532
　会計課☎62-8509

■柳田庁舎（FAX76-0039）

〒 928-0392
柳田仁部 54 番地
　広報情報推進課
　　　　　　☎76-8301
　農林水産課☎76-8302
　柳田サービス室
　　　　　　☎76-8300
　農業委員会☎76-8303
　建設課☎76-8304

■内浦庁舎（FAX72-2108）

〒 927-0692
松波 13 字 75 番地
　健康福祉課
　（児童保育）☎72-2512
　（医療介護）☎72-2502
　（福祉庶務）☎72-2503
　（健康推進）☎72-2504
　（包括支援）☎72-2513
　内浦サービス室
　　　　　　☎72-2500
　上下水道課☎72-2507　
　教育委員会事務局
　　　　　　☎72-2509

■議会庁舎

〒 928-0312
上町 8 字 485 番地
　議会事務局☎76-8310

今月の納期　3月2日月
　

税
・
料
金

軽
自
動
車
税

固
定
資
産（
都
市
計
画
）税

町
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料

後
期
高
齢
保
険
料

4月 全
期

1
期

5月 1 2
6月 1 3
7月 2 1 1 4
8月 2 2 2 5
9月 3 3 6

10月 3 4 4 7
11月 5 5 8
12月 3 6 6 9
1月 4 7 7 10
2 月 4 8 8 11
3月 9 9 12

納
期

23_NOTO＋2015.02

■ 1 日㊐おらが故郷お国自慢―輪島市―
　　時間　15:20 ～　場所　空港 2 階ロビー
　　内容　「輪島キリコ太鼓」によるミニコンサート

■ 8 日㊐のっぴーグラスづくり
　新デザイン「 のっぴーのあえのこと」
　　時間　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00　
　　場所　空港 1 階　能登の旅情報センター
　　　一家族 1 個。小学生以下優先、
　　　限定 50 個、参加無料

■ 15 日㊐おらが故郷お国自慢―輪島市―
　　時間　15:20 ～　場所　空港 2 階ロビー
　　内容　「琴生流　Oh・つぼね」による
　　　　　ミニコンサート

のと里山空港
　　　2 月のイベント

冬期間の水道メーター検針について

　能登町では冬期間も水道メーター検針を

通常どおり行います。メーターボックスの

上に雪などがあると検針が困難になります

ので、各家庭で雪や障害物をどけるなど、

検針にご協力ください。

　検針は毎月 25 日から 30 日が基準日です

が、悪天候などにより変更となる場合があ

ります。検針できなかった場合については、

推定料金での請求となり、次回の検針時で

精算しますのでご理解とご協力をお願いし

ます。

寒さの厳しい 2 月下旬頃までは
水道管や蛇口の凍結にご注意ください

　気温が氷点下 4℃以下（風当たりの強い場所は氷点下 1℃～氷点下 2℃）になっ

たときや、一日中氷点下の真冬日が続いたときは、水道管が凍結したり破損したり

しやすくなります。凍結すると水が出

なくなるのはもちろんのこと、完全に

凍ってしまったら簡単には解凍できま

せん。

　凍結に備え、蛇口や水抜き栓などの

給水装置の点検を行いましょう。また、

日ごろからメーターを確認しておくこ

とで漏水の発見につながりますので、

メーターの設置場所に目印などをして、

いつでも確認できるように心がけま

しょう。

　水道を使っていないのにメーターの

パイロットが回っていたら、漏水の可

能性があります。町の指定給水装置工

事事業者に連絡して修理をしましょう。

すべての蛇口を止めても回って
いたら漏水の可能性大！

冬期間の検針と
水道管凍結防止にご協力ください

問上下水道課☎ 72-2507

■
募
集
期
間
…
2
月
16
日
㊊
ま
で

■
対
象
住
宅

桜
木
住
宅
　

1
号
棟
１
３
１
号
、
２
Ｄ
Ｋ

　

住
所
…
鵜
川
30
字
1
番
地

　

家
賃
月
額

　

１
６
，
３
０
０
円
～
２
４
，
３
０
０
円

　

※
金
額
は
所
得
に
応
じ
て
変
動
。

さ
く
ら
団
地
　

2
号
棟
2
番
・
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
住
所
…
柳
田
龍
部
14
番
地

　
家
賃
月
額
　
３
０
，
０
０
０
円

■
敷
金　

家
賃
の
3
カ
月
分

■
入
居
資
格

①
町
に
住
所
を
有
す
る
人（
予
定
者
を
含
む
）

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

③
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人
④
入
居
者
の

所
得
が
１
５
８
，
０
０
０
円
以
下
（
桜
木
）、

１
５
８
，
０
０
０
円
以
上
（
さ
く
ら
）
で
あ

る
人
⑤
単
身
よ
り
も
複
数
世
帯
を
優
先

問
建
設
課
住
宅
係
☎
（
76
）
８
３
０
４

募
集

町
営
住
宅
入
居
者

ニ
ュ
ー
ス

ふ
る
さ
と
の
発
展
願
い

山
根
さ
ん
が
応
援
寄
附

　

上
町
出
身
で
金
沢
市
の
税
理
士
法
人
代
表

の
山
根
敏
秀
さ
ん
が
12
月
25
日
、
役
場
能
都

庁
舎
を
訪
れ
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
を
行
い
ま

し
た
。「
ふ
る
さ
と
が
よ
り
発
展
す
る
よ
う

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
高
副
町
長
に
寄

付
を
手
渡
し
ま
し
た
。
山
根
さ
ん
に
よ
る
寄

付
は
6
年
連
続
で
す
。

　

山
根
さ
ん
は
「
若
い
人
が
町
を
訪
れ
る

き
っ
か
け
作
り
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
町
の

活
動
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

ふるさとへの思いを話す山根さん

募
集

自
動
車
事
故
被
害
者
家
庭
を

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
が
援
護
し
ま
す

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
・
ナ
ス
バ
）
で
は
、
自
動
車

事
故
被
害
者
の
家
庭
に
対
す
る
援
護
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

事
故
で
お
困
り
の
と
き
、
相
談
先
を
紹
介

す
る
「
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
交
通
事
故
被
害
者
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
５
７
０
―
０
０
０
７
３
８

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

実
施
し
て
い
る
支
援
業
務

　

交
通
遺
児
な
ど
へ
の
育
成
資
金
無
利
子
貸

付
、
重
度
後
遺
障
害
者
へ
の
介
護
料
の
支
給

な
ど

　
　
　

問
独
立
行
政
法
人

自
動
車
事
故
対
策
機
構
石
川
支
所

☎
０
７
６
（
２
２
２
）
０
０
６
３


